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特定非営利活動法人高田暮舎

多勢瞳



たせ ひとみ

多勢 瞳（旧姓：髙橋）

25歳・千葉県出身・2020年9月に移住

経歴

2019.3  立教大学コミュニティ福祉学部卒

2019.4 大手人材会社営業

2020.10 NPO法人高田暮舎移住コンシェルジュ（地域おこし協力隊）

仕事内容

「誠実に、ありのままに」を大切に、移住の情報発信・相談対応・

イベントの企画運営・パンフレット製作を担当

プロフィール



2020.6. 転職を検討し始めた頃、パートナーから「地方移住しないか」と提案

オンライン全国移住フェアに参加し、興味を持つ

2020.7. SMOUTでスカウトを受けた陸前高田市のオンラインイベントに参加

全国様々な自治体の話を聞きつつ、候補先を決定

①2人の希望に合う協力隊の募集があるか（仕事内容、時期、条件）

②千葉から車で移動できる距離か

③人が合いそうか

2020.8. 選考に応募

2020.9. 内定を頂き、住まいを決めに初の現地へ。2週間後に移住

移住の経緯



特定非営利活動法人高田暮舎

設立：2017年5月31日
受託事業：陸前高田市移住定住総合支援事業（2017年〜）
陸前高田市地域おこし協力隊活動支援事業（2018年〜）

復興最優先のまちで、
移住者が「自分の居場所」と思えるまちづくりを

メンバー
理事長 岡本翔馬
役員 越戸浩貴・長谷川順一・佐々木信秋・三浦まり江・三井俊介
スタッフ 委託事業チーム：落優介・多勢瞳・髙橋諒・濱口芽／自主事業チーム：松田道弘・越戸園佳



陸前高田市から、移住定住総合支援業務の委託を受けるNPO法人

広報

特定非営利活動法人高田暮舎

空き家バンク 移住コンシェルジュ



移住検討者向け
・SMOUT運用
・移住相談
・現地案内
・パンフレット製作
・移住イベント企画、運営、出展

移住者向け
・定住相談
・定住イベント企画、運営

例えば…
13:00 賃貸の空き家内覧
13:15 道の駅高田松原、綺麗な風景
13:50 中心市街地の店や街並み
14:20 特産品づくりに携わる方とお話
15:00 終了

移住コンシェルジュ



1人1人に寄り添ったやりとりを徹底

・確実に移住検討者へアプローチできるサービスを活用。

（SMOUT会員37,000人以上、840地域）

・SMOUTだけで累計1100人以上にアプローチ

・イベント告知の時だけのコピペ爆撃ではなく、

1人1人に合わせたコミュニケーションを徹底。

外部メディア「SMOUT」の運用



2年間で

＋4.5ポイント

全国17位

840地域

＋1.9ポイント

／



2022.10.5.
SMOUTの運営元の方にも
一つの成功事例として
取り上げていただきました。

外部メディア「SMOUT」の運用



移住イベント

2022年度

≪主催≫
6/4 出張相談会＠有楽町（参加７名 満員御礼）
9/17-19 お試し高田暮らし＠陸前高田市（参加８名）

≪共催・出展など≫
8/9 東北暮らし発見塾＠オンライン（参加19名）
9/3 ＴＨＥいわてＤＡＹ＠有楽町（ブース来訪16組・22名）
9/4 釣りのある暮らしセミナー＠有楽町 など（参加3名）



お試し移住プログラム



成果（令和2年度～現在）

移住相談

200件以上

イベント動員

280名以上

移住者

27名



PDF・冊子の郵送
ともに無料配布中

移住パンフレット「高田暮らしの手引き」



「移住ってこれくらいでいいじゃん」
「自分らしく、ありのままで」

ハードルは低く、間口は広く。

定住フォロー・イベント



新たな取り組み①転入時のウェルカムチラシの配布



新たな取り組み②広域の移住者交流会



新たな取り組み③LINEグループの運用



移住者インタビュー
・移住者のピックアップ
・インタビュー打診
・日程調整、取材同席
・掲載

求人インタビュー
・求人中企業のピックアップ
・インタビュー打診
・日程調整、取材同席
・掲載

広報



移住という大きな決断をするのは本人でしかない。

私たちにできるのは、

住みたいまち、住み続けたいまち、
関わりたい場、関わり続けたい場、

という「呼び水」を用意しておくことまで。



課題

・急増したふんわり移住検討層に対する打ち手が弱い
→移住意欲の高い層に注力しつつ、より具体的なつながり方・働き方を提示し、
ふんわり層の移住フェーズも引き上げていきたい。

・働き口が限られている
→ハローワーク等窓口との連携、「しごとフェス」の継続開催

・地域や各団体・コミュニティとの連携が必要
→母集団形成とサポートの質の担保を両立するためには、連携が必要不可欠。
地域の「ハブ」として、横の連携を広げ、Win-Win-Winの形を作っていきたい。



これから

・移住者も、まちも、幸せになれる移住を増やしたい

・まずは自分が体現し、発信していきたい

・圧倒的に寄り添う移住コンシェルジュでありたい


